
小松川信用金庫の環境への取組みについて

【ペットボトルのキャップ収集活動（NPO 法人 キャップの貯金箱推進ネットワーク

への協賛）】

“キャップの貯金箱”とはペ

ットボトルなどに使われている

「キャップ」を集めて、アフリ

カやアジアの子どもたちにワク

チンを送るための「合言葉」で

す。この「合言葉」の下に活動

している NPO 法人 キャップの

貯金箱推進ネットワークの取組

みに賛同し、エコキャップ収集

活動”を積極的に推進しており

ます。

全営業店および本部に「エコキャップ回収用 BOX」を設置し、役職員はもちろん

のこと地域のお客様からもご協力をいただいております。

小さなキャップでも分別すれば“資源”となり、キャップ焼却による CO2 の発生

を防ぐことができると同時に、収集したキャップが様々なワクチンを購入するための

原資となり、地球の未来を背負う大切な子どもたちの命を救うことができます。

世界の子どもたちに未来を、明日も生き続けることができるためにより多くのワクチ

ンを届ける活動をこれからも続けてまいります。

【記念ウィークにおける地域清掃活動の実施】

当金庫では当金庫では、毎年、6 月 15 日の「信用金庫の日」および当金庫の創立

記念日である 11 月 11 日を含む一週間をそれぞれ記念ウィークとして、平素からお

世話になっている地域の皆様方への感謝の気持ちを込め、役職員ボランティアによる

清掃活動を全営業店で実施しています。

「信用金庫の日」           「創立記念ウィーク」



【荒川クリーンエイドへの参加】
当金庫では、荒川河川敷のゴミを調査・回収するボランティア活動を通し、河川の

ゴミや水質浄化、自然回復などの問題を考えて、自然を取り戻そうとする「荒川クリ

ーンエイド」に賛同し、積極的に参加させ

ていただいております。

平成 21 年度以降、毎年１回定期的に実

施し、今年度は平成 2９年６月３日に実施

いたしました。役職員とその家族計 1３９

名が参加・協力し、自然に触れ合うことを

通じて地球環境を守ることの大切さを学

びました。今後も積極的に実施してまいり

ます。

【「クールビズ」「ウォームビズ」の実施、現金封筒に再生紙を使用】

当金庫では、地球環境の取組みへの一環として、過年度より「クールビズ」および

「ウォームビズ」を実施し、節電や地球温暖化対策に取組んでおります。

また、CO2 の削減と役目を終えた紙幣の再利用を目的に現金封筒を普通紙から再生

紙（銀行券裁断くず３０％使用）に切り替えております。

これらの小さな取組みの積み重ねがやがて大きな力となることを確信しておりま

す。


